
令和2年度 第2回
四條畷市公共施設再編検討会

令和2年10月3日（土）午前10時～

四條畷市役所 本館3階 委員会室

資料１

～前回の議論の振り返り～

１



第１回再編検討会での議論（要旨）

2

●第1回検討会での議論内容について
（小田切委員長）

●公園の拠点整備について
（佐々木委員）

●検討を進めるにあたっての視点について
（三輪委員）

●南中学校跡地について
（石井委員）
（市林委員）
（田中委員）

●これまでの検討経過について
（佐々木委員）
（山口委員）
（大年委員）
（田中委員）

●次回検討会に向けた要望資料
（田中委員）
（川勝委員）
（大年委員）
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次回検討会に向けた要望資料

①
平成２２年～２７年における
人口減少の要因について（田中委員）

②
コロナ禍を踏まえた災害時避難スペースの
規模に関する資料（川勝委員）

③
予算関連資料（維持更新費用の概算費用、
補助金等）（大年委員）
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① 平成２２年～２７年における人口減少の要因について（田中委員）

2010年と2015年における人口減少要因は？

▲1,479

Q

A
・要因を特定することは難しい。
・参考として住民基本台帳のデータで考えると、自然減、社会減と推測される。

2010年以前は自然増。以降は自然減が続く（ただし、2012年を除く）。
2010年以前は転入と転出が拮抗。以降は社会減が続く。
ただし、2018年は社会増。
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【参考】四條畷市人口ビジョンより（2015年度策定）

2010年以前は自然増。以降は自然減が続く
（ただし、2012年を除く）。

2010年以前は転入と転出が拮抗。
以降は社会減が続く。ただし、2018年は社会増。
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② コロナ禍を踏まえた災害時避難スペースの 規模に関する資料（川勝委員）

Q コロナ禍における避難所面積は示されているのか？

A
「大阪府避難所運営マニュアル作成指針」をもとにコロナ禍における
避難所運営マニュアルを策定する過程にある。

参考：大阪府ホームページより

「大阪府避難所運営マニュアル
作成指針（新型コロナウイルス
感染症対応編）」

６



参考：四條畷市地域防災計画（平成29年度修正版） 資料編P.27

● 令和2年8月末人口
55,546人

● 総 収 容 人 員
12,827人

【参考】四條畷市地域防災計画（平成29年度修正版）の指定避難所一覧表（コロナ禍前）

② コロナ禍を踏まえた災害時避難スペースの 規模に関する資料（川勝委員）
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編集：四條畷市個別施設計画【公共施設】P.18

総額 348.5億円（8.9億円/年） ⇒ 273億円（7億円/年）
差額▲75.5億円（▲1.9億円/年）

※将来更新費用＝今後の公共施設等の更新に係る費用

③ 予算関連資料（維持更新費用の概算費用、補助金等）（大年委員）

Q

A

個別施設計画にある予算的な考え方について

次世代に公共施設を引継ぐため、施設の質と量、コストの最適化、将来的な財政負担の縮減と
平準化を図る
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: (1) 総額 348.5億円（8.9億円/年）
: (2) 補助金相当額 38億円 (1.0億円/年）
: (3) = (1) - (2) 実質負担額 310.5億円（7.9億円/年）

編集：四條畷市個別施設計画【公共施設】P.18

【凡例】

実質負担額7.9億円/年

③ 予算関連資料（維持更新費用の概算費用、補助金等）（大年委員）
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